
第
二
回
水
彩
畫
講
習
會

▼
大
阪
天
王
寺
桃
山
中
學
校
に
於
て
開

い
た
本
會
第

二
回
水
彩
畫

の
講
習

會
は
八
月
二

日
午
前

八
時
開
會
、
そ
の
當
日
よ
り
授
業
を
な
し
、
同
月
十

五
日
に
終
り
、
十
六
日
に
は
成
績
品
の
大
批
評
を
な
し
、
午
後
茶
話
會
を

催

ふ
し
て
無
事
散
會
し
た
。

▼
入
會
の
申
込
者
六
十
六
名
の
内
、
四
名
は
不
得
止
事
情

や
病
氣
の
た
め

一
回
も
出
席

せ
ず
、
他
に
二
名
程
は

一
家

の
都
合
に
て
遠
方
よ
り
通
學
す

る
た
め
缺
席
勝
で
あ

つ
た
が
、
他
は
殆
と

一
日
の
休
み
も
な

く
出
席
さ
れ

た
。

▼
開
會
の
日
取
り
を
誤
り
て
遲
著
し
た
人
、
又
は
公
務
上
休
暇
を
得
ず
し

て
僅

か
に
數
日
間
出
席
し
た
人
も
あ
る
。

一
人
は
、
韓
國
馬
山
浦
よ
り
遙

々
來
ら
れ
し
人
、
他
は
九
州
門
司
よ
り
來
ら
れ
し
人
、
何
れ
も
開
會
間
際

で
あ

つ
た
ゝ
め
充
分
研
究
し
得
ざ
り
し
は
遺
憾

て
あ
る
。

▼
集
ま
り
し
會
員
は
、
遠
き
韓
國
を
別
と
し
て
、
熊

本
、
輻
岡
、
山

口
、

廣
島
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
愛
媛

、
兵
庫
、
和
歌
山
、
大
阪
、
奈
良
、

京
都
、
滋
賀
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
靜
岡
、
神
奈
川
、
東
京
等

三
府
十

七
縣
で
あ
る
。

▼
出
席
者
の
氏
名
は
左
の
通
り
で

あ
る
。

　
濱
田
久
次
郎
、
鎌
田
國
男
、
十
　
龜廣
大
郎
、
三
浦
玄
良
、
前
並
保
藏
、

　

西
村
三
作
、
須

々
木
壽
太
郎

、
堀
尾
秀
司
、
森

一
男
、
鈴
木
雪
哉
、
乙

　
部
孝
、
清
水
重
大
郎
、
瀧
本
得
之
、
杉
野
原
正
次
、
淺
野
快
泉
、
星
合

　
了
讓

、
田
中
半
兵
衞

、
薄
政
太

、
野
木
定
次
郎
、
瀬
野
覺

藏
、
岡
本
萬

　
吉
、
近
藤
房
太
郎
、
西
松
亮

三
、
上
田
小
三
郎
、
山
本
得
兵
衝
、
吉
田

　
庄
治
、
寺
中
美

一
、
西
尾
英
吉

、
保
田
虎
太
郎
、
大
森
商
二
、
森
島
直

　
造
、
今
井
壽
雄
。
松
井
四
郎
。
竹
馬
利

一
郎

、
竹
下

一
郎
、稻
垣
重
雄
、

　
岡
田
伊
三
次
郎
、
阿
保
談
二
、
西
勝

一
、
島
村
安
三
郎
、
菅
孝
三
郎
、

　
日
野
松
大
郎
、
金
田
豐
、
沖
鹽

新
三
郎
、
益
永
次

一
郎
、
吉
崎
勝
、
富

　

田
圭
五
郎
、
輕
部
雅
次
郎
、
澤
村
政
太

郎
、
淡
河
義

一
、
神

谷
久
八
、

　
小
林
重
三
、
井
上
鼎
、
桑
田
の
ぶ
子
、
小
野
榮

一
、
橋
本
龜
次
郎
、
高

　
橋
文
三
、
金
森
徳
次
郎
、
錦
織
信
、
茨
田
定
榮
子
、
石
川
こ
ま
子
、
奈

　
良
あ
い
子
以
上

▼
會
員
の
身
分
は
學
生
、
中
、
小
學
教
員
、
實
業
家
、官
公
吏
等
に
し
て
、

其
年
齢
は
小
學
校
生
徒

の
十
四
五
歳
よ
り
、
中
、
小
學
教
員
の
五
十
歳
近

く
迄
の
人
も
あ
る
が
、
概
し
て
二
十
歳
以
上
三
十
歳
位
の
人
が
多
數
で
あ

っ
た
。
殊
に
吾

々
の
感
を
深
か
ら
し
め
た
の
は
、
中
等
教
育
に
從
事
し
て

ゐ
ら
る
ゝ
地
方
の
先
生
達
が
、
何
れ
も
相
應
の
技
倆

を
持

つ
て
居
ら
る
ゝ

に
も
拘
は
ら
ず
、
進

ん
で
遠
路
を
大
阪
迄
講
習
を
受
け
に
來
ら
れ
た
其
勇

氣
で
あ
る
。
常

に
は
教
檀
に
起
ち
て
、
眼
鏡
を
光
ら
せ
口
髭
を
捻
り
て
、

生
徒
に
對
す
る
其
方

々
が
、
若
き
人
達
と
机
を
並
べ
て
熱

心
に
研
究
し
て

お
ら
る
ゝ
其
有
樣
は
、
洵
に
神
聖
な
も
の
で
、
か
く
て
こ
そ
吾
々
が
、
此

炎
暑
の
候
百
里
の
道
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
、
こ
ゝ
に
講
習
を
開

い
た
甲
斐

が
あ
る
と
思

つ
た
。

▼
講
習
會
は
毎
日
午
前
七
時
半
に
開

い
た
、
午
前
は
靜
物
寫
生
で
十

一
時

半
迄
四
時
間
、
出
來
上
ら
ぬ
人
は
午
後
迄
居
殘

つ
て
畫

い
た
の
も
あ
り
、

又
同

一
モ
デ
ル
を
二
日
續
け
て
研
究
し
た
人
も
あ
つ
た
。



▼
開
期
中

に
使

用
し
た

モ
デ
ル

は
左

の
數

十
種
で
あ

る
。

　

菊

、
百
合

、
槿

花

、
喬

竹
桃
、
牽
牛
花

、
日

向
葵

、
桔

梗

、
西
爪

、
南

　

瓜

、
胡

瓜

、
白
瓜
、
茄
子

、
甘

藷

、
林
檎

、
桃
、
李

、

玉
葱

、
丹
波
酸

　

漿

、
魚

類

二
種

、
鰒
、赤
貝

、
扇
子

、
團
扇

、
書

物

三
種

、
煙

草
盆
、

マ

　
ツ

チ

、

ベ
ル
、
プ

リ

キ
罐

、
湯

沸
し
、
水

さ
し
、

三
脚

、
土
瓶

三
種

、

　

茶
椀

、

コ
ツ
プ

、
夏
帽
子

二
種
、
ミ
ツ
ト
及

ボ
ー
ル
、
小
箱

、洋

食
器

、

　

竹
籠
等

▼
十

一
時
半

か
ら
、
繪
畫

講
話
及

び
透
視
畫

法

の
講

義
が

、

一
時
間

あ
ま

り
宛
隔

日

に
あ

つ
た
、
前
者
は
大

下
講
師
、
後
者

は
大
橋
講
師

で
あ

つ
た

、

教

室

は
風

通
し
が
よ
く
非
常

に
凉

し
か

つ
た

。

▼
十

ニ
時

半

か
ら
三
時

迄

は
休
息
時
間
で

、
遠

方
か
ら
來
た
人
は
學
校

の

扣
室

で
辮
當
を
開
く

、
近
所

の
人
は
宿

へ
歸

る
、
大
阪

の
夏
、

そ
の
土

用

中

の
炎

天
を
十

町
あ
ま

り
西
照
館
迄
歸

る
の
は
苦
痛
で
は

あ

る
が

、
流

汗

一
斗

、
宿

へ
歸

つ
て
そ
れ
を
拭

ひ
去

つ
た

時
は
極

め
て
爽
快

を
感

ず

る

の

が
常

で

あ

つ
た
。

▽
午

後

三
時

か
ら
六
時

過
迄
は
戸
外
寫

生
で

、
近

く
も
あ
る
し
、
日
蔭

も

多

く
、
初
學
者

に
適

す
る
建
築

物

も
澤
山

あ
る
た
め
、
多
く
は
天

王
寺
境

内

へ
往

つ
た
。
天
王
寺
境
内
廣

し

と
雖

も
、
六

十

の
三
脚

を
立

つ
る
と
あ

ま
り
餘

地

の
な

い
や
う
な

感
じ
が
し
た
。

か
く
し

て
天
王

寺
に
於
け

る
あ

ら
ゆ

る
建
物

、
石
燈
籠

、
樹
木

の
類

は
殆

と
描
き
盡

さ
れ

た
。

▼
曇

天

の
日

に
は

、
桃

山
中
學

の
裏

の
廣

場
で
寫

生
を
し
た
、
遠
く

河
内

の
連
山
を
見
、
万
傾

の
靑

田
、
參
槎

た
る
樹

木
、
生
ひ
茂

れ
る
夏
草

の
緑

、

材

料

は
豐

富
で
、
天

王
寺

と
は

ま
た
異
な

つ
た
趣
が
あ

る
。

▼
桃
山
中
學
佼
は
外
國
人
の
所
有
で
あ
る
爲
め
に
、
日
曜
日
に
使
用
す
る

こ
と
は
喜
ば
な
い
、
そ
れ
故
第

一
の
日
曜
日
に
は
、
午
前
戸
外
寫

生
午
後

よ
り
茶
話
會
を
開
き
、
參
考
品
を
見
せ
た
。
第

二
日
曜
に
は
佳
吉
公
園

へ

往

つ
て
終
日
寫
生
を
し
た
。
住
吉
は
樹
木
多
く
、
河
も
海
も
あ

つ
て
、
多

方
面
な
寫

生
が
出
來
た
。
此
日
會
員

一
部
の
集
合
寓
眞
を
撮

つ
た
。

▽
今
度
の
講
脅
は
、
昨
年

の
例
に
鑑
み
て
、
順
序
を
踏
ん
で
進
み
ゆ
く
方

針
を
と
つ
て
、
第

二
の
講
話
の
時
、
繪
畫

を
學

ぶ
順
序
と
し
て
墨
繪

の
必

要
を
説
き
、
小
部
分
研
究
の
利
益
を
勸

め
た
、
夫
が
た
め
、
天
晴
乃
公
の

手
腕
を
見
よ
と

い
ぬ
ば
か
り
に
得
意
で
あ

つ
た
ら
し
い
人
違
も
大
に
悟
る

處
が
あ

つ
て
か
、
急
に
鉛
筆
の
初
歩
よ
り
初
め
る
人
が
澤
山
出
來
て
、
鉛

筆
畫

よ
り

一
色
畫

、
水
彩
畫

と
い
ふ
や
う
に
、
順
序
を
た
て

ゝ
研
究
し
た

人
が
多
か
つ
た
、
そ
し
て
夫
等
の
人
は
皆
進
歩
の
度
が
著
し
か

つ
た
、
且

形

の
正
確
、
濃
淡

の
調
子

、
色
彩
の
調
和
、
繪
の
感
じ
等
の
上
に

つ
い
て
、

稍
嚴
に
過
る
程
正
則
に
や
つ
た
爲
め
、
多
年
筆
を
執
な
が
ら
、
今
更
書
物

一
册
滿
足
に
形
の
出
來
ぬ
に
呆
れ
て
、
心
か
ら
研
究
心
を
起
し
た
人
も
少

な
く
も
な
か

つ
た
。

▼
開
期
中
雨
の
日
が
二
度
あ
つ
た
、
初
め
の
日
の
午
後
は
西
照
館
で
二
時

間
講
話
を
し
た
、
後
の
雨
の
日
に
は
學
校
で
雨
景
の
寫
生
を
さ
せ
た
。

▼
參
考
品
は
二
回

見
せ
た
、
第

一
日
は
重
に
印
刷

物
で
、
近
年

ロ
ン
ド

ン

で
出
版
に
な

つ
た
水
彩
畫

の
原
色
、
石
版
等
數

百
枚
、
及
び
春
鳥
會
競
技

の
繪
葉
書
、
其
他
數
十
種
で
、
そ
の
重
な
る
も
の
に
は

一
々
講
師
の
解
説

が
あ

つ
た
。
第

二
日
は
兩
講
師
の
研
究
作
品
た
る
寫
生
畫
百
枚
以
上
他
に

外
國
人
の
作
品
五
六
點

を
陳
列
し
て
、

こ
れ
に
も
、
寫
生
當
時
の
考

へ
等



に

つ
き

一
枚
々々

を
説
明
が
あ

つ
た
。

▼
最
後
の
十
六
日

の
午
前
は
、
七
時
半
か
ら
批
評
會
を
開

い
た
、
會
員
の

作
品
千
餘
點

、
何
れ
も
汗
水
た
ら
し
て
三
時
間
以
上
も
か

ゝ
つ
て
製
作
し

た

る
も
の
ば
か
り
て
、
其
繪

の
巧
拙
は
兎

も
角
、
其
人
に
と

つ
て
は
貴
重

の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
五
百
點
程
を
抜

い
て
、
西
照
舘
の
客
室

の

壁

へ
陳
列
し
て
、
兩
講
師
交
る
交
る
批
評
を
下
し
其
長
所
短
所
を
あ
げ
將

來
執

る
べ
さ
方
針
に

つ
い
て
注
意
を
與

へ
た
、
そ
れ
が
濟
ん
だ
の
は
午
後

の

一
時
、

二
時
か
ら
茶
話
會
を
開

い
た
、
飲

む
も
の
は
番
茶
、
喰
ふ
も
の

は
蒸
菓
子
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
ど
、何
れ
も
十
年
の
知
己
の
如
く
う
ち
解
け
て
、

種

々
な
る
面
白
き
談
話
や
、
奇
抜
な
手
品
、
不
思
議
な
輕
業
、
お

か
し
き

義
大
夫
、
眞
面
目
な
謠
、
落
語
、
講
談
等
引
も
切
ら
ず
に
現
は
れ
て
、
皆

々
腹
の
皮
を
捻

つ
た
、
か
く
て
興
は
い
つ
迄
も
盡
き
ね
ど
、
此
夕
の
汽
車

で
歸

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
溌
暮
散
會
、
何
れ
も
滿
足
の
意
を
表
し
、
更
に

來
年
の
夏

を
期

し
て
惜
き
袂

を
分

つ
た
。

▼
閉
會
前

々
日
、
天
王
寺
境
内
で
全
會
員

の
集
合
寫
眞
を
撮

つ
た
、
五
六

人
集
り
に
漏
れ
た
人
の
あ
つ
た
の
は
殘

念
で
あ
る
。

パ
ノ
ラ

マ
寫
眞
も
五

六
枚
撮

ッ
た
が
、
不
意
で
あ
つ
た
め
位
置
が
極
め
て
自
然
で
、
中

々
面
白

い
態
度
を
t
て
ゐ
た
人
も
居
た
、
併
し
殘
念
な
こ
とに
は
、
若
早
夕
景
で
光

り
が
、
足
ら
ぬ
爲
め
、
明
ら
か
に
撮
れ
な
か

つ
た
か
ら
製
版
す
る
こ
とが
出

來
ぬ
。

▼
寫
眞

に
つ
い
て
は
大
阪
の
桑
田
勝
三
郎
氏
に
少
な
か
ら
ぬ
御
盡
力
を
仰

い
だ
、
講
師
も
會
員
も
深
く
其
御
厚
意
を
謝
す
る
の
で
あ
る
。
遠
方

よ
り

來
會

せ
ら
る
ゝ
會
員

の
た
め
約
束
し
て
置
た
旅
館
西
照
館
は
、
取
扱
上
に

於
て
多
少

不
滿
は
あ

つ
た
が
、
殆
と
百
二
十
坪

の
塲
處
を
吾

々
で
占
領
し

て
、
自
由
に
使
用
し
た
譯
で
、
他
で
は
眞
似

の
出
來
ぬ
贅
澤

な
暮
し
で
あ

つ
た
、
そ
し
て
庭
は
驚
く
べ
き
程
廣
く
、
樹

木
に
富
ん
で
ゐ
て
、
夜
分
な

ど
あ
ま
り
暑
熱
に
苦
し
ま
な
か

つ
た
。

▼
寄
宿
生
は

二
十
名
を
限

つ
た
、
他
は
學
校
の
近
く
に
下
宿
し
た
、
西
照

館

の
二
十
名
は
講
師
と
殆
と
同
室
で
あ

つ
た

ゝ
め
、
自
然
繪
畫

上
の
談
話

を
き
く
機
會
が
多
く
、
皆

々
滿
足
し
て
ゐ
た
、
室
に
は
幹
事
と
し
て
西
君

萬
事

の
周
旋
を
な
し
、
日
野
君

こ
れ
を
補
助
し
て

一
切
の
事
を
處
理
し
、

森
島
、
吉
崎
兩

君
も
種

々
奔
走
さ
れ
た
、
衞

生
係
と
し
て
竹
下
君
其
任
に

あ
た
り
、
各

々
衛
生
上
の
注
意
か
ら
、洗
濯
物
の
取
纒
等
を
掌
と
ら
れ
た
、

富
田
君
は
お
と
つ
さ
ん
と
よ
ば
れ

て
、
寄
宿
舍

の
重
愼
と
し
て
な
く
て
な

ら
ぬ
人
で
あ

つ
た
。

▼
か
く

て
寄
宿
舎
に
於

て
は
、
年
弱
き
人
も
壯
ん
な
る
人
も
、
皆

一
樣
に

無
耶
氣
に
、
實
に
和
氣
に
滿
ち
て
ゐ
た
、
朝
は

一
同
五
時
迄
に
起
き
て
、

六
時
に
は
食
堂

に
集

ま
り
、
夜
は
十
時
後
は
靜
ま
り
返
っ
て
皆
眠
り
に
就

い
た
。
多
く

の
會
員
の
う
ち
に
は
豪
家
の
主
人
も
あ
る
、
我
儘
な
息
子
も

あ
る
で
あ
ら
う
が
、
夫
等
も
皆
愼
し
み
て
他
の
迷
惑
に
な
る
や
う
な
行
ひ
.

を
す
る
も
の
は

一
人
も
な
か
つ
た
、
別
に
禁
じ
な
か

つ
た
が
、
晩
酌
を
傾

け
る
と

い
ふ
人
も
な
か
つ
た
、
何
處

の
部
屋
も
皆
暿

々
た
る
談
笑
の
聲
ば

か
り
で
あ

つ
た
。

▼
寄
宿
生
の
み
の
茶
話
會
は
、
夜
分
二
回
程
開

い
た
、
何
れ
も
面
白
き
隱

し
藝
な
ど
出
て
盛
ん
で
あ

つ
た
。

▼
今
回
の
講
習
は
、
前
回
に
比
し
て
遙
か
に
進
歩
し
た
、
萬
事
秩
序
が
た



つ
て
、
勝

手
な
行

動
を

と
る

も
の
は

一
人
も
な

く
、
皆
眞
面

目
に
勉
強

さ

れ

た
。
そ
し
て
充

分

の
滿

足

を
得

て
歸

ら
れ
た
。
寄
宿

の
會
員
達

の
中

に

も
、
業
を
休

む
程
の
病

人

も
出
來
ず

、
無
事

に
修

了
し
た

の
は

吾

々
の
喜

び

に
耐

え
ぬ
處

で
あ
る
、
希

く
は
第

三
回
の
時

も

こ
れ
以

上
の
好
成
績
を

擧
け
た
き

も
の
で

あ
る
。

澁
温

泉
洋
畫

講
習
會
　
(第
二
部
)

長
野
市
有
志
の
發
起
に
か

ゝ
る
同
講
脅
會
は
、
八
月

一
日
よ
り
開
會
十
四

日
無
事
閉
會
し
た
、
會
す
る
も
の
三
府
十

一
縣
五
十
餘
名
、
專
ら
戸
外
の

寫
生
を
な
し
好
成
績
を
收
め
た
と
の
こ
とで
あ
る
が
、
未
だ
詳
細
の
報
告
達

せ
ざ
れ
は
委
細
は
次
號
迄
待
た
れ
た
し
。

常
盤
會
夏
期
講
習
會

▼
大
阪
府
女
子
師
範
學
校
卒
業
生
團
體

な
る
常
盤
會
に
て
は
、
吾
等
の
來

阪
を
機
と
し
て
、
そ
の
第

三
回
の
夏
期
講
習

の
課
目
を
水
彩
畫

と
し
、
八

月

一
日
よ
り
十
日
間
同
校
内
教
室
に
於

て
開
會
す
る
こ
とに
な

つ
た
。

▼
同
校
長
に
し
て
常
盤
會

の
會
長
た
る
大
村
氏
は
、
夙
に
教
育
上
洋
畫

の

成
綾
良
好
な
る
を
認
め
、
今
迄
圖
畫
は
日
本
畫
で
あ
つ
た
の
を
、
昨
年
來

洋
畫

に
改
め
ら
れ
た
　

そ
し
て
女
子
の
技
藝
と
し
て
水
彩
畫

が
最
も
適
當

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
、
今
囘

こ
の
催
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

▼
桃
山
に
開
く
本
會

の
講
習
會
は
尤
も
大
切
な
も
の
で
、
私
は
そ
の
方
に

全
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
は
言
ふ
迄
も
な

い
こ
とで
あ
る
、
夫
故
會
期
が
同

じ
で
あ
れ
ば
出
席
出
來
ぬ
旨
を
申
通
じ
た
處

、
桃
山
と
は
殆
と
隣
り
位
ひ

の
近
さ
で
あ
る
か
ら
、
タ
ト

へ
一
日

二
時
間
丈
け
で
も
出
席
し
て
貰

い
た

い
と
會
長
か
ら
の
請
求
で
あ
る
。

▼
昨
年
靑
梅
に
始
め
て
水
彩
畫

の
講
習
會
を
開

い
た
時
に
は
、
會
員
の
中

に
婦
人
は

一
人
も
な
か
つ
た
、
こ
の
春
、
長
野
の
講
習
會

に
は
僅
か
に
二

名
を
數

へ
た
、
由
來
こ
の
や
う
な
趣
味

の
缺
乏
し
て
ゐ
る
大
阪
に
於
て
、

特
に
嬬
人
の
み
の
會
で
あ
る
か
ら
、
精

々
二
三
十
名
の
會
員
で
あ
ら
ふ
と

思

つ
た
。

▼
會
員

も
少
數
で
あ
ら
う
し
、
男
子
師
範
の
田
中
教
諭

と
女
子
師
範

の
靑

木
教
諭

と
が
親
し
く
教
授
の
任
に
あ
た
り
、
私
は

一
時
間
の
講
話
、

一
時

間

の
見
廻
り
丈
け
で
よ

い
と
い
ふ
こ
とで
あ
る
し
、
且
會
員
は
何
れ
も
現
に

小
學
校
教
育
に
從
事
し
て
い
る
人
達
で
あ
る
と
の
話
ゆ

へ
、
こ
れ
等
の
人

達
に
趣
味
を
傳

へ
る
こ
と
は
、

や
が
で
多
數

の
兒
童

に
感
化
を
及
ほ
す
べ

き
、
最
も
有
益
の
事
業
で

あ
る
や
う
に
考
が

へ
た
か
ら
、
兎
に
角
出
席
す

る
事
に
回
答
を
し
て
置
た
。

▼
さ
て
大
阪
に
着
し
て
講
習
の
方
針
を
極
め
た
、
會
員
申
込
數

九
十
名
に

近
く
、
豫
想
よ
りも
多
數
で
あ

つ
た
、
尤

も
市
内

の
小
學
校

に
居
ら

る
人
達

は
宿
直
が
あ

つ
て
毎
日
出
席
は
出
來
ぬ
と
の
事
、
夫
で
も
七
十
名
位
ひ
は

あ
る
、
午
前
七
時
よ
り
八
時
迄
講
話
、
八
時
か
ら
十

一
時
迄
實
習

、
午
後

は
白
習
と
し
、
第

一
日
は
開
會
式
に
續

い
て
講
話
を
な
し
、
第
二
日
は
鉛


